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今回の研究会 では､特に来 日中のPrinceもon大学 プラズマ研究所
I.Dawson教授の参加をえて_集団運動の不安定性に伴 う諸問題につ いて､
固体物理の専門家とプ ラズマの専門家の問の交流を行 う事が-つ の目的であっ
た O そして､討論発表 を通 して.特与こプラズマの専門家の側か ら､半導体 にお
ける非線形伝導現象 と同様の現象が､ turbulerl_ちpl'asⅡ)aに も存在す る事 が
括摘 され た｡ しか しー総 じて両者の間には依然言葉の ちかい (不安定性,
turbulence等)や問題意 識のちがいが存在 して､充分意見の交流が行 われた
とは云えない ようであっ たO気体 プラズマ関係の､個々の研究発表についての
詳細は､ いずれ プラズマ研究所の報告に出され る予定 である｡
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